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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手動圧着工具（２）であって、
　圧着工具（２）の遠位端（１）と近位端（３）の間に配設された本体（６）と、
　圧着工具（２）にて遠位端（１）側に配設された工具ヘッド（４）と、
　圧着工具（２）にて近位端（３）側に配設されるハンドル（８、１０）と、を備え、
　ハンドル（８、１０）は、互いに移動可能に配設され、少なくとも一つのハンドル（８
、１０）が本体（６）に対して移動可能に配設され、少なくとも一つのワークピース（１
８）を圧着する二つの圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）がダイセット（１６，１７）
を形成し、工具ハンドル（８，１０）の相対移動が少なくとも一つのダイセット（１６，
１７）を形成する圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）の相対移動に連動する手動圧着工
具（２）において、
　圧着工具（２）は少なくとも三つの圧着ダイ（１２，１３，１４，１５）を備え、圧着
ダイ（１２，１４；１３，１５）は少なくとも二つのダイセット（１６，１７）を形成し
、少なくとも二つのダイセット（１６，１７）における圧着ダイ（１２，１４；１３，１
５）の間の距離間隔（Ｂ，Ｃ）が互いに独立に調整可能であり、
　少なくとも二つのダイセット（１６，１７）における圧着ダイ（１２，１４；１３，１
５）の間の距離間隔（Ｂ，Ｃ）が、ダイセット（１６，１７）における少なくとも一つの
圧着ダイ（１４，１５）が独立に調整可能であることによって、互いに独立に調整可能で
あり、
　調整可能な圧着ダイ（１４，１５）が工具ヘッド（４）に配設された独立調整機構（２
０，２２）によって調整可能に配設され、調整機構（２０，２２）が工具ヘッド（４）に
配設された調整ねじ（２４，２６）を備え、調整ねじ（２４，２６）が調整可能な圧着ダ
イ（１４，１５）の位置を調整するために配設されていることを特徴とする手動圧着工具
（２）。
【請求項２】
　少なくとも一つの移動可能に配設されたハンドル（８、１０）が回転可能に配設される
ことを特徴とする請求項１に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項３】
　調整ねじ（２４，２６）が、調整ねじ（２４，２６）の軸方向（Ｄ，Ｅ）において固定
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され、工具ヘッド（４）に対して回転可能に配設されていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項４】
　個々の調整ねじ（２４，２６）が、調整可能な圧着ダイ（１４，１５）に配設された調
整要素（７６，７８）の位置を調整することによって、調整可能な圧着ダイ（１４，１５
）の位置を調整するために配設されていることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に
記載の手動圧着工具（２）。
【請求項５】
　個々の調整ねじ（２４，２６）が調整要素（７６，７８）に設けられたねじ孔（８０，
８１）に配設され、個々の調整要素（７６，７８）が、調整要素（７６，７８）及び調整
可能な圧着ダイ（１４，１５）に配設された機械的にインターロックするガイド孔（８４
，８６；８５，８７）によってダイセット（１６，１７）における他の圧着ダイ（１２，
１３）から離れて対向するダイ面（８２，８３）において、調整可能な圧着ダイ（１４，
１５）に連結されていることを特徴とする請求項４に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項６】
　調整ねじ（２４，２６）が、調整ねじ（２４，２６）の軸方向（Ｄ，Ｅ）に固定され、
かつ、圧着ダイ（１４，１５）に配設された調整要素に対して回転可能であり、個々のね
じ要素（２４，２６）が工具ヘッド（４）に設けられたねじ孔に配設され、個々の調整ね
じ（２４，２６）が調整可能な圧着ダイ（１４，１５）に配設された圧着要素（７６，７
８）の位置を調整することによって、調整可能な圧着ダイ（１４，１５）の位置を調整す
るように配設され、調整要素（７６，７８）が、調整要素（７６，７８）及び調整可能な
圧着ダイ（１４，１５）に配設された機械的にインターロックするガイド孔（８４，８６
；８５，８７）によってダイセット（１６，１７）における他の圧着ダイ（１２，１３）
から離れて対向するダイ面（８２，８３）において、圧着ダイ（１４，１５）に連結され
ていることを特徴とする請求項１に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項７】
　個々の調整可能な圧着ダイ（１４，１５）が圧着工具（２）の軸方向（Ａ）において、
工具ヘッド（４）にスライド可能にガイドされ、調整要素（７６，７８）が調整ねじ（２
４，２６）の軸方向（Ｄ，Ｅ）で工具ヘッド（４）にスライド可能にガイドされることを
特徴とする請求項４～６の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項８】
　調整ねじ（２４，２６）がガイド孔（８４，８６；８５，８７）の延長方向（Ｆ，Ｇ）
に対して所定の角度（α，β）で延び、調整ねじ（２４，２６）の回転移動（Ｈ，Ｉ）が
調整要素（７６，７８）の平行移動（Ｌ，Ｍ）を介して調整可能な圧着ダイ（１４，１５
）の平行移動（Ｊ，Ｋ）に変換されることを特徴とする請求項４～７の何れか一項に記載
の手動圧着工具（２）。
【請求項９】
　工具ハンドル（８，１０）の相対移動が、機構（５８）を介して、ダイセット（１６，
１７）を形成する圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）の相対移動に連動していることを
特徴とする請求項１～８の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１０】
　工具ハンドル（８，１０）の相対移動は、ダイセット（１６，１７）を形成する圧着ダ
イ（１２，１３；１４，１５）が本体（６）及び工具ヘッド（４）にそれぞれ配置される
ことによって、圧着ダイ（１２，１４；１３，１５）の相対移動に連動し、工具ハンドル
（８，１０）の相対移動が工具ヘッド（４）と本体（６）との間の相対移動に連動してい
ることを特徴とする請求項１～９の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１１】
　本体（６）に対して配設された移動可能な少なくとも一つのハンドル（８，１０）が、
本体（６）に回転可能に取り付けられていることを特徴とする請求項１～１０の何れか一
項に記載の手動圧着工具（２）。
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【請求項１２】
　本体（６）に対して配設された移動可能なハンドル（８，１０）が本体（６）に対して
回転可能に取り付けられていることを特徴とする請求項１～１０の何れか一項に記載の手
動圧着工具（２）。
【請求項１３】
　工具ヘッド（４）はヘッド案内部（２５）を備え、
　ヘッド案内部（２５）は、少なくとも一つの回転可能なハンドル（８，１０）が、本体
（６）に回転可能に取り付けられると共にヘッド案内部（２５）及びハンドル（８，１０
）に取付けられた機構（５８）によってヘッド案内部（２５）に連結されることによって
、本体（６）に沿って延びるように配設され、
　また、ヘッド案内部（２５）は、工具（２）に沿って軸方向（Ａ）に延びるスロット（
３２，３４）内でスライドするピン（２８，３０）を使用して本体（６）にスライド可能
に取り付けられ、
　機構（５８）は、工具ハンドル（８，１９）が互いの方に動くように、本体（６）の方
へ工具ヘッド（４）の遠位端（６４）を動かすように配設されていることを特徴とする請
求項１１又は１２に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１４】
　機構（５８）はトグル機構であり、回転ハンドル（８，１０）がトグル（４０，４２）
によってヘッド案内部（２５）に連結されており、トグル（４０，４２）は、回転ポイン
ト（４４，４６；４８，５０）においてヘッド案内部（２５）及びハンドルに回転可能に
取り付けられていることを特徴とする請求項１３に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１５】
　少なくとも一つの伸縮ばね（６０，６２）は、互いの方に工具ハンドル（８，１０）を
押す力が開放されるとき、工具ハンドル（８，１０）を離れる方向に動かすように配設さ
れ、工具本体（４）の遠位端（６４）を本体（６）から遠ざかるように動かすことを特徴
とする請求項１～１４の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
【請求項１６】
　本体（６）が二つの本体部分（６６，６８）を備え、工具ヘッド（４）のヘッド案内部
（２５）は二つの本体部分（６６，６８）の間でスライドするように配設されていること
を特徴とする請求項１～１５の何れか一項に記載の手動圧着工具（２）。
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